
介
護
保
険
法
な
ど
の
改
悪

案
が
衆
議
院
厚
労
委
員
会
で

強
行
採
決
さ
れ
参
議
院
で
は

野
党
の
追
及
も
お
ざ
な
り
、

メ
デ
ィ
ア
報
道
も
ほ
と
ん
ど

無
い
ま
ま
成
立
さ
せ
ら
れ
た
。

五
月
十
二
日
、
港
合
同
と

し
て
も
力
を
入
れ
た
「
介
護

の
切
り
捨
て
ア
カ
ン
！
み
ん

な
の
大
集
会
」
の
中
で
、
特

別
講
演
者
の
服
部
万
里
子
さ

ん
（
日
本
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
会

副
理
事

長
）
は

「
こ
の

ま
ま
で

い
い
の
か
介
護
保
険
『
改
定
』

～
問
題
点
と
こ
れ
か
ら
の
介

護
を
考
え
る
」
と
題
し
、
法

改
悪
の
重
大
な
問
題
点
、
卑

劣
な
介
護
・
福
祉
切
り
捨
て

や
り
口
を
全
面
的
に
暴
露
、

鋭
く
批
判
し
警
鐘
乱
打
し
た
。

介
護
の
切
り
捨
て
は
命
の

切
り
捨
て
。
改
悪
案
が
通
っ

た
か
ら
と
諦
め
れ
ば
悪
い
流

れ
は
加
速
す
る
ば
か
り
。
政

府
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
命

は
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
如
何
に
立
ち
向
か
っ

て
い
け
ば
い
い
の
か
、
学
び

を
重
ね
、
総
が
か
り
行
動
を

発
展
さ
せ
て
い
こ
う
。

改
悪
点
が
テ
ン
コ
盛
り

今
回
の
法
改
悪
は
、
①
一

定
収
入
以
上
の
場
合
、
自
己

負
担
三
割
を
導
入
。
②
「
自

立
支
援
」
の
名
の
下
、
自
治

体
に
要
介
護
認
定
率
の
引
き

さ
げ
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
縮
小

を
競
わ
せ
、
成
果
に
よ
り
交

付
金
に
格
差
を
つ
け
る
。
③

介
護
医
療
院
の
創
設
。
医
療

病
床
を
削
減
し
財
源
を
医
療

か
ら
介
護
へ
移
行
。
医
療
よ

り
介
護
が
格
段
に
安
上
が
り
、

税
負
担
を
減
ら
せ
る
。
④

「
地
域
共
生
型
社
会
」
の
美

名
の
下
、
公
的
介
護
保
険
を

縮
小
し
、
介
護
の
責
任
を
自

治
体
に
、
住
民
に
（
＝
あ
な

た
に
）
押
し
つ
け
る
。
共
生

型
サ
ー
ビ
ス
と
称
し
、
障
害

者
福
祉
・
児
童
福
祉
の
事
業

所
が
介
護
保
険
の
訪
問
介
護

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
財
源
を
「
税

金
に
よ
る
福
祉
」
か
ら
介
護

保
険
に
移
す
狙
い
。
中
味
が

全
く
異
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
い
っ

し
ょ
く
た
に
す
れ
ば
現
場
・

担
い
手
は
大
混
乱
。
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
低
下
、
リ
ス
ク
増

大
は
必
至
だ
が
誰
が
責
任
と

る
の
か
？

そ
の
他
ま
だ
ま
だ

あ
る
が
以
下
は
略
す
。
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報
告
「
介
護
の
切
り
す
て
ア
カ
ン
！

み
ん
な
の
大
集
会
」

介
護
保
険
法
な
ど
改
悪
法
案
通
過

断
固

抗
議
！



盛
り
沢
山
の
講
演
と
発
表

五
・
一
二
集
会
は
、
北
区

民
ホ
ー
ル
に
三
七
〇
人
が
集

い
、
賛
同
も
六
六
〇
団
体
・

個
人
を
超
え
た
。
介
護
や
医

療
関
係
者
、
労
働
組
合
関
係

者
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
保
障

の
当
事
者
団
体
の
方
々
、
弁

護
士
、
学
者
、
地
方
・
国
会

議
員
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の

皆
さ
ん
か
ら
エ
ー
ル
と
参
加

を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
服
部
万
里
子

さ
ん
特
別
講
演
の
他
、
大
阪

府
の
全
て
の
市
町
村
で
始
ま
っ

た
介
護
保
険
総
合
事
業
（
要

支
援
者
に
対
す
る
訪
問
・
通

所
介
護
の
事
業
）
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
大
阪
社
会
保
障

推
進
協
議
会
・
介
護
保
険
対

策
委
員
長
の
日
下
部
雅
喜
さ

ん
が
報
告
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
①

最
悪
の
総
合
事
業
を
行
っ
て

い
る
大
東
市
の
介
護
現
場
か

ら
看
護
師
が
実
態
を
報
告
し
、

②
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
」
か
ら
は
、
京
都
で
開
催

さ
れ
た
国
際
会
議
の
報
告
が

あ
り
、
③
阿
倍
野
区
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
方
は
、
住
民
と
と

も
に
介
護
保
険
改
悪
反
対
に

取
組
み
、
数
千
の
署
名
を
集

め
た
こ
と
な
ど
を
報
告
、
④

西
成
区
で
訪
問
介
護
に
従
事

し
て
い
る
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
ズ

ユ
ニ
オ
ン
・
や
ま
き
分
会
の

中
尾
さ
お
り
さ
ん
は
、
高
齢

者
が
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く

上
で
訪
問
介
護
が
い
か
に
大

切
か
、
そ
れ
を
切
り
捨
て
る

改
悪
は
絶
対
に
ア
カ
ン
と
訴

え
た
。
（
左
下
写
真
）

国
会
か
ら
福
島
瑞
穂
（
社

民
党
）
・
辰
巳
孝
太
郎
（
共

産
党
）
各
議
員
が
駆
け
つ
け
、

辻
元
清
美
議
員
（
民
進
党
）

か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
。
近

畿
の
自
治
体
議
員
も
多
数
参

加
、
「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」

と
の
感
想
も
頂
い
た
。

盛
り
沢
山
で
中
味
が
濃
す

ぎ
て
「
疲
れ
た
ぁ
～
」
と
い

う
方
も
多
か
っ
た
か
も
？
け

ど
「
介
護
が
大
変
な
こ
と
に

な
る
！
」
「
自
分
た
ち
の
こ

と
な
の
に
、
市
民
不
在
、
や

や
こ
し
く
て
理
解
で
き
な
い

こ
と
が
勝
手
に
進
め
ら
れ
て

い
る
」
と
い
う
感
想
は
ほ
ぼ

共
通
し
て
持
た
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

介
護
保
険
の
目
的
変
更

服
部
さ
ん
の
講
演
で
は
、

介
護
・
医
療
・
福
祉
全
般
の

切
り
捨
て
が
一
体
的
に
進
ん
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で
い
る
こ
と
が
詳
細
に
報
告

さ
れ
、
根
本
的
な
批
判
が
展

開
さ
れ
た
。
こ
れ
を
短
く
ま

と
め
る
こ
と
は
と
て
も
ム
リ
！

な
の
で
、
今
回
か
ら
何
回
か

に
分
け
、
内
容
を
噛
み
砕
い

て
報
告
し
た
い
と
思
う
。

最
初
に
、
改
悪
案
が
「
介

護
保
険
の
目
的
を
変
更
し
て

い
る
」
と
い
う
批
判
点
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

そ
も
そ
も
介
護
保
険
の
目

的
は
、
「
要
介
護
状
態
」
と

認
定
さ
れ
た
人
が
、
「
可
能

な
限
り
、
居
宅
に
お
い
て
、

も
っ
て
い
る
能
力
に
応
じ
た

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
め

る
よ
う
に
す
る
」
こ
と
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
改
悪
法
は
、

法
の
目
的
を
「
介
護
度
の
改

善
」
に
変
更
し
て
い
る
。
そ

の
前
提
と
し
て
「
自
立
」
を

「
介
護
を
受
け
ず
生
活
す
る

状
態
」
と
捉
え
て
い
る
。
服

部
さ
ん
は
「
『
介
護
度
改
善
』

が
介
護
保
険
法
の
目
的
と
は

ど
こ
に
も
書
い
て
な
い
」
と
、

語
気
を
強
め
て
批
判
さ
れ
た
。

「
介
護
度
改
善
」
「
自
立

の
強
要
」
が
招
く
悲
劇

改
悪
法
は
、
各
自
治
体
に

介
護
度
改
善
・
給
付
削
減

（
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
制
限
）

を
競
わ
せ
、
実
績
に
よ
っ
て

交
付
金
に
差
を
つ
け
る
（
金

で
誘
導
）
と
し
て
い
る
。

す
る
と
ど
う
な
る
の
か
？

次
の
様
な
悲
劇
が
う
ま
れ
る
。

■
市
町
村
は
、
◎
認
定
を
厳

し
く
す
る
。
◎
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
な
る
べ
く
使
わ
せ
な
い

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
「
模
範
的
」

と
し
て
、
こ
れ
を
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
指
導
＝
強
制
す
る
。

■
介
護
事
業
者
は
「
介
護
度

改
善
」
を
見
込
め
る
利
用
者

を
選
別
し
て
い
く
。
重
い
慢

性
病
や
高
齢
の
た
め
「
改
善

で
き
な
い
」
人
を
敬
遠
す
る
。

■
「
自
立
」
の
強
要
は
虐
待

に
通
じ
る
。
介
護
度
が
高
い
、

改
善
し
な
い
者
＝
ダ
メ
、
不

良
と
い
う
価
値
観
、
介
護
を

必
要
と
す
る
人
を
攻
め
る
意

識
を
植
え
つ
け
て
い
く
か
ら
。

■
利
用
者
は
必
要
な
介
護
を

取
り
上
げ
ら
れ
、
◇
無
理
を

し
て
し
ま
い
転
倒
や
怪
我
、

病
気
の
悪
化
を
招
く
。
◇
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
楽
し
み
・

生
き
が
い
・
行
き
場
を
奪
わ

れ
、
引
き
こ
も
り
や
寝
た
き

り
状
態
に
陥
り
や
す
く
な
る
。

☆

☆

☆

こ
う
し
て
利
用
者
・
介
護

者
・
市
町
村
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

事
業
者
、
み
ー
ん
な
が
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
く
。
何
の
為
、

誰
の
為
の
介
護
保
険
か
！
？

南
労
会
支
部
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こ
こ
で
三
句

老
人
に

筋
ト
レ
せ
よ
と

ム
チ
打
つ
君
（
く
に
）

い
つ
ま
で
も

介
護
求
め
る

不
良
老
人

早
く
往
き
た
し

極
楽
浄
土

保
険
料

だ
け
が
上
が
っ
て

介
護
な
し

サ
ギ
撲
滅
を

み
な
の
力
で


